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2026 年７月 3 日 

 

チタンを活用したサンゴ養殖の臨海実験を開始 

（和歌山大学と共同研究） 
 

～チタンでサンゴの育成に寄与、 

        ブルーツーリズム事業への展開を目指す～ 

 

 株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ（本社：兵庫県尼崎市、代表取締役社長：川福 純司、

以下「OTC」）は、国立大学法人和歌山大学（学長：本山 貢、以下「和歌山大学」）との共同研究

の一環として、サンゴの生態系保全と再生を目的とした臨海実験を開始しました。本実験は、日

本国内でも数少ない観光学部を有する和歌山大学、同大学で海洋環境研究を実施している災害科

学・レジリエンス共創センターと、先進的な技術力を持つ OTC とが連携し、お互いの専門性を

最大限に活かした学際的な取り組みです。観光学の視点から地域資源の活用や持続可能な観光振

興を模索する一方で、チタン材の特徴を環境保全に融合させることで、新たな価値創出を目指し

ます。 

 近年、気候変動や海洋環境の変化により世界中のサンゴ礁が危機に瀕している中、温帯域に位

置し、日本有数の豊かなサンゴ群集を有する和歌山県南部沿岸の生態系保全は、急務となってい

ます。和歌山大学と OTC は、本課題の解決に寄与する共同研究を 2025 年度から開始し、臨海

実験の実施に向けて準備を進めてまいりました。本実験は、和歌山県立南紀熊野ジオパークセン

ターの協力のもと和歌山県串本町に位置する株式会社串本海中公園センター内で実施し、OTC が

提供するさまざまな形態のチタン材を活用したネイチャーポジティブ（自然再興）に貢献してま

いります。 
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OTC が提供するチタン材は、一般的に海水中でも優れた耐久性・耐腐食性を示し、生体適合性

に優れた特徴を有します。今回の臨海実験では、OTC のさまざまな形態のチタン材を用い、チタ

ンがサンゴの成長促進や生息環境の改善に資するか検証を行います。本実験で得られたデータを

基に更なる技術開発を推し進め、ブルーツーリズムへの貢献を目指してまいります。 

 

※ブルーツーリズム： 

海辺の魅力を楽しみながら地域活性化や環境保全につなげる観光を指します。 

海に特化したエコツーリズムの一形態です。 

 

■ 各機関の役割 

株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ： 

創業以来培ってきたチタン製錬技術を生かして、本連携を進める上で必要となる 

チタン材をさまざまな形態で提供、サンゴ保全に関する事業化を目指す。 

 

和歌山大学： 

本プロジェクトの事業化に向けた検討を進めるとともに、サンゴの生態や環境保全と 

エコツーリズムに関する専門的知見を提供し、本プロジェクトを共に推進する。 

 

 

OTC は「先端素材と技術でワクワクする未来を創造する」事業活動をパーパスとして掲げ、 

今後も持続可能な自然環境の保全に寄与する製品開発やソリューション提供に注力してまいり

ます。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ 

新規事業推進グループ 

https://teotl-otc.jp/contact/ 

 

 

以上 


